を 放つ ことにしよう、 われく は 朝 は 一勢に 起き 出で 

て 一 勢に 朝食の 用意に とリ か、 ら なければ ならない、 

そして 健やかな 一 日の ために、 健やかな 出発 をし なけ 

れ ばなら ない —— と 私が 提言して、 これ を携 へて 来た 

ので あるが、 毎朝々 々 いと も 景気 好く ポンポン とこれ 

を 打ち鳴らして 勢ぞろ ひの 役に立て たの は 好かった が、 

この 音の ために、 あたりの 森に 住んで ゐる 鳥類が 驚き 

の 叫び を 挙げて 四散し 去り —— H と 称 ふ 鉄砲の 名手が 

私達の 仲間に 居て、 

「真に 朝飯前に 僕 は 五六 羽 を 打ち落し、 朝食に は 山鳥 

の 口 — スト、 夕食に はき じの 何とかと いふ 工合に、 と 



て も 豊満な 大皿 を 日毎 諸君に す、 めて、 僕の 力で きつ 

と 諸君 を 肥らせて やる よご 

「H の 腕なら 頼もしい な。 僕達 はきつ と 町に ゐる 時の 

何 倍 もの 美食に ふける ことが 出来る だら う！ 愉快 だ、 

喻 SK だ！」 

などと 喜んで ゐ たのが、 どんなに H が 夢中に なって 

森の 中 を 駆け回っても、 山に 来て 以来 ヒョ鳥 を 二 羽 落 

した 以外に 何の 獲物 も 得られな くな つてし まった ので 

ある。 それば かり か、 一同 は 悲し さう にう つむいて い 

もば かり を 幾日 間と いふ もの 食べ 続けて、 猛烈な 胸ャ 

ケに襲 はれ、 谷川の 水 を ガブ/ \ と 飲んで は 胸 を さす 



り、 また 腹痛 を 起す 者 さへ 出来て、 終 ひに は、 あんな 

提言 をした 私に 向 つ ての ろ ひ を ふくむ 眼 を 示す 者 さ へ 

現れた のであった。 

で 私 も、 幾分 機嫌 を 損じて ある 晚、 そんなに あの ピ 

ス トルば かりの せゐ にす るに も 当るまい、 おそらく H 

の 腕 だ つ て 彼 自身が 誇る 程の 見事 さで はな い の だら う、 

一 体に 自ら 己れ を 誇る 者の 多く は、 その 真実の 力に お 

いて 誇りに 匹敵し な いとい ふの が 常例 ぢ やなから うか 

ね とい ふやうな こと を、 横に 向いて 不足 さう にう 

なると、 H は 非常に 腹 をた て、、 その 翌朝 川 向 ふの 杉 

のこず ゑに 的 をつ けて、 様々 の 方向から ねら ひ 打ち を 



の ピストル 係りが 何よりも 私の 心 持 を 愉快に させて、 

私 の 意気地 のない 心の 病 ひや 厭世観 を 忘 れ し めた —— - 

といへ る 位な のであった。 だから 私 は、 それ を 禁じら 

れて 以来、 森に 向って、 でたらめの 演説 を 試みた が、 

言葉と いふ ものが どんなに 悲しい もので あるか！ と 

いふ こと を 目の あたりの 山彦のう ちに 見せられ るかの 

やうな テレ臭 さに 襲 はれて、 続かなかった。 

…… 夜 は 既に 十二時に 近かった らう。 私 は 酒の 重味 

を 背に して、 月に 照され た 峠道に さし か、 つて ゐた。 

行きが け は 大分 怖ろ しくて 出来るだけ 馬 を 飛ばせた が、 

月が あがった せゐ か、 明 方の 道 を、 旅行に でも 出発す 



る 見たい なすが/ \ しさ を 覚えて ゐた。 

「この辺で ピストル でも 打ったら 小屋まで 聞え る だら 

うな。 久しぶりで、 この 峠の 頂きに 立って 発砲したら 

き やつら 

どんなに 清々 とする こと だら う —— 彼奴 等が 驚いて I 

I いや 酒の 到着 を 知ったら 何も彼も 打ち 忘れて、 向 ふ 

でも 合図の 叫び を 挙げる こと だら うご 

かう 思 ふと 私 は ほとんど 無意識に、 腰から ピストル 

を 引き抜き、 空 を 向けて ボン/ \と 打ち鳴らした。 I 

—と、 馬が 驚いて 駆け だした。 私 は、 更に 驚き、 たて 

がみに しがみついて、 

「ドリアン！」 と 馬の 名 を 呼びながら 悲鳴 を 挙げた。 



つた ご 

「ほんとう か？」 と 私 は 叫んだ。 「そんなら 己 は毎晚 

かま 

この 役目 を 引きう けても 関 はな いご 

回想す ると 空々 しいが、 この 時 私の 胸 は うれし さの 

余リ 涙の 感じで 一杯だった。 何故か 解らぬ がわび しい 

村な どで うつら/ (^と 生きて ゐ ると、 その 日/ \ の 命 

のせう 点と でもい ふ 程の 意味で、 時々 自分 をび つくり 

させぬ と、 拡がって 行く ばかりの 夢ば かりが 怖ろ しく 

なって 制し きれ なくなって しま ふらしい。 

三 升 入の 酒 だる だから 仲々 重い。 こいつ を 順々 に 抱 

へて、 のみ 口から 酒 を 飲み —— 再びた る を 背中に つけ 
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